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た。多細胞間における試行間変動の相関は生後 8-11 日頃に高く、その後、徐々に減少し、生後 21 日以降、成体と同
程度になった。細胞間応答相関の高い時期の集団平均応答は、生後 18 日以降の発達後期に比べて、著しく不安定で


















性が向上した。多細胞間における試行間変動の相関は生後 8-11 日頃に高く、その後、徐々に減少し、生後 3 週以降、
成体と同程度になった。生後２週目というこの時期は、ラットの探索行動が発達する時期に一致する。相関の高い生
後 15 日までの集団応答変動の平均化の効果は、生後 18 日以降の発達後期に比べて小さかった。 
 以上の結果は、単一神経細胞の刺激応答の時間特性の成熟に加えて、試行間変動の細胞間相関が減少することで細
胞集団からの情報読み出しが安定し、その結果として感覚能力が上昇に寄与することを示唆する。 
 以上、本論文は、生後発達に寄与する神経回路の特性の新しい側面を明らかにした。博士（理学）の学位論文とし
て価値のあるものと認める。 
